


得的に理解させたうえで、過去 20 年の科研費研究で小研究室の見出した、基本的な線形・非線形の音楽現

象を体験的に身に着けることに置いた。上記のようなシステムを徹底的に準備することができ、遠隔 TA の尽

力もあり、学年ごとに異なる基礎教科の理解に応じた形で、一人の脱落者も出さず、すべての生徒に遠隔実

験ならびに遠隔音楽実習を指導するよう、留意した。 

さらに発展的には、指導に当たった TA の学生たちを含め、すべての若者が方法的懐疑をもって事物に向き

合う「科学するこころ」「音楽するこころ」ある生活習慣を持ってくれるようにカリキュラムを工夫した。 

   

写真左：波長と振動数の関係など、基本的な物理を TA 東大生がからだを使って「白熱」演示＜暗記すべき公

式などない＞ 写真中央・右：学年に応じた個別指導を「ZOOM 分割教室授業」で実施、一人の脱落者も出さ

ず、すべての児童生徒が遠隔実験を正しく実施でき、理解すべき本質を体得することが出来た。 

 

☆☆教程の内容☆☆ K.シュトックハウゼンと担当者の「リズムと音程の連続性」を明示するべく、ファンクシ

ョン・ジェネレータが発するリズムパルスをそのまま（研究室の）コントラバスの表板に圧着し、数えることが出

来るパルスを高速化してゆくことで可聴音最低音域に移行するのを目の当たりにさせることで、子供たちが実

感を持ちにくい「440 ヘルツ」といった周波数を、実感を伴った量として把握させるようにした。またファイバース

コープを用いて楽器の中に入ってゆくなど、ZOOM 教室だからこそ可能な映像メディアを駆使した。これは 25

年前、私がテレビ朝日系列「題名のない音楽会」の監督時代に「ピアノ大解剖」などの回に番組で実施して好

評だったものである。 

「波長は振動数の逆数に比例」「振動数と波長の積は音速」といった基本的な関係を＜公式＞として暗記す

るのは有害無益と考える。そこで、TA が渾身の精力を込め、二倍の速さでスプリングを振ると波長が２分の

１、3 倍の速さで振れば 3 分の１といった現象を、小学生にもわかる（現実には大ウケする）演示で理解させた

うえで、各自が家で用意した材料で、自らの手足と同じ長さの単振り子を作り、その振動周期を測定させ「振り

子の等時性」などの基本性質を自ら実測して確認させた。ZOOM 分割教室のおかげで小学生まで徹底した個

別指導が可能となり、指導側としてむしろリアルな教室よりも教育効果は上がった面があるように感じられた。 

   
写真左：楽器の中をファイバー・スコープで探検！ 写真中央 迫力を持って理解する「波長と振動数の関係」 

写真右：幾何の作図で理解する音階の調和比（中学生教室 写真は科研プロジェクトで復元したた古代ローマ・

プトレマイオスの「ヘリコン」） 



 

午前中、児童・生徒が自宅で揃えられる材料（紐、おもり、メジャー、ストップウオッチ：スマートフォンで代用）

を用いて単振子の測定を行った後、昼休みを挟んで、午後にはそれらの物理的事実を踏まえ、円滑な音楽演

奏を実現する実技教室を行った。 

 

 ZOOM による遠隔学習システムには通信速度の限界にともなう時間のずれがある。だがこれは、注意深くソ

ルフェージュすることで基本拍の倍数に繰り込むことが出来るので、そのような方法で技術の不備を補い、自

宅からキューイングする児童生徒が、大学で合奏するアンサンブルを指揮する「遠隔音楽実技教室」を、予想

以上に円滑に実施することができた。 

  

 モーツァルト セレナーデ 13 番 K525（ 「アイネ・クライネ・ナハトムジーク」）を遠隔メディアを通じて指揮実習。

今回の場合基本拍２拍分のずれを念頭に置くことで、通信によるタイムラグを織り込んで整合した合奏実習を

行うことができた。 

 

 新型コロナウイルス感染症の世界的蔓延は収まる気配がみられず、東京大学でも 2021 年度夏学期の授業

は基本的に遠隔、また小研究室が現在進めている北京大学、上海音楽学院などとの東アジア国際共同の科

研費プロジェクトも大幅な予定の変更を余儀なくされている。 

 だが、今回のような試みが予想以上の成功を収めたことは、関係者全員にとっても希望につながる結果とな

った。通信不良など最悪の状況を想定しての事前の遠隔教材準備など、今回は例年と比較にならない多大な

準備のプロセスが必要となったが、この成果をもとに、さらなる科研の遠隔協働、また「ひらめき☆ときめき」を

始めとする価値還元、遠隔授業とりわけ実験や実習の充実につなげてゆきたいと考える。 
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